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○○地点　発電計画水路ルート関係
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○取水地点から下流を望む

河岸段丘の段差にある既設水路から取水する。水路側壁上に水圧管の設置が可能。
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○取水地点上流にある公園

公園として整備されており、河川は公園を暗渠で流れている。

○発電所位置から上流を望む

砂防指定を受けていることから、河川整備がされており、洪水時に設備が流される等の心配なし。

○取水地点から上流を望む

調査時推定流量0.1m3/s程度。

　川幅：約2.5m

　流速：約70～80cm/s

　水深：5cm程度

○○地点
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○○地点　既設電力需要施設関係
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総工事費の算出根拠【記載例】

　「ハイドロバレー計画ガイドブック：平成17年３月」に基づき、総工事費は下記のとおり算出した。

（単位：千円）

	積　算　項　目
	金　額
	設備概要
	備考

	1.本工事費
	
	
	

	1)
	土地補償費
	5,000
	
	(2)+3)+4))×5%

全設備が事業者用地の場合は計上しない

	2)
	建物関係
	  1,000
	地上式or半地下式or地下式
	発電所建屋を計上

	3)
	土木関係
	 52,900
	
	(①+②+③)

	
	①水路
	 46,200
	
	∑(a.～j.)

	
	
	a.取水ダム
	12,200
	ﾀﾞﾑ高:2m，ﾀﾞﾑ頂長:5m
	既設流用または必要ない場合は計上しない

	
	
	b.取水口
	  1,000
	既設流用or新設
	

	
	
	c.沈砂池
	  4,300
	
	既設流用または必要ない場合は計上しない

	
	
	d.導水路
	  1,000
	開渠or暗渠　L=10m
	〃

	
	
	e.水槽
	  2,000
	
	〃

	
	
	f.余水路
	1,000
	開渠or鉄管　L=20m
	〃

	
	
	g.水圧管路
	 16,000
	露出or埋設　L=100m
	

	
	
	h.放水路
	    500
	開渠or暗渠　L=5m
	

	
	
	i.放水口
	  4,000
	
	既設流用または必要ない場合は計上しない

	
	
	j.雑工事
	  4,200
	
	∑(a.～i.)×10.0%

	
	②貯水池又は調整池
	―
	
	必要な場合計上する

	
	③機械装置
	  6,700
	
	

	
	
	k.基礎
	  1,900
	
	水車発電機基礎

	
	
	l.諸装置
	  4,800
	
	(①＋②+k)×10.0%

	4)
	電気関係
	 47,000
	
	水車発電機制御機器関係

	5)
	仮設備費
	  5,000
	
	(2)+3)+4))×5.0%

	6)
	総係費
	  7,400
	
	∑(2)～5))×7.0%

	7)
	（小計）
	118,300
	
	∑1)～6)

	8)
	建設中利子
	      0
	
	建設期間が１年以内

なので計上しない。

	9)
	分担関連費
	      0
	
	建設主体が町なので

計上しない。

	10)
	（　計　）
	118,300
	
	7)+8)+9)+10)

	2.送電設備建設費
	  8,000
	L=1km
	需要施設までの距離

	総工事費
	126,300
	
	10)+2.


※内訳書がある場合は、添付して下さい。

発電電力量の算出根拠【記載例】


１．流量資料

計画地点の流況表は、○○測水所の流況を下に流域比換算して作成した。

	
	最大
	３５日
	豊水量
	平水量
	低水量
	渇水量
	最小

	流量（m3/s）
	0.60
	0.35
	0.20
	0.10
	0.06
	0.04
	0.03
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○○地点　流況曲線

なお、上水道、工業用水道、かんがい用水等の流量資料に関して、上記のように記載できない場合は、発電計画決定の根拠をなる資料を添付して下さい。

２．最大使用水量

最大使用水量は豊水量相当（0.20m3/s）とした。

３．最大出力（Ｐ）

最大出力は、合成効率（η）を84％として算出した。

P = 9.8×最大使用水量(Q)×有効落差 (H)×合成効率(η)

= 9.8×0.20×60.0×0.75 ≒ 88kW

４．年間発電電力量

年間発電電力量（Ｅ）は、設備利用率を60%として算定した。

E = 最大出力(P)×8,760h×設備利用率　≒463,000kWh

５．建設単価

建設単価は、総工事費と年間発電電力量から下記のとおり算定した。

建設単価 = 126,300千円／463,000kWh ≒ 270円／kWh

以　上
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新設発電所地点





①勤労青少年ホーム





②老人福祉センター





③下水道中継ポンプ場





④小学校
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既設電力需要施設関係
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計画地点





②老人福祉センター





①勤労青少年ホーム





③下水道中継ポンプ場





④小学校
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